平成１４年度　第１回　アナログ２種　基礎科目　【解説】

第１問

（１）　図の矢印の回路において、キルヒホッフの第２法則を適用しＲ2を求めると次のようになりま

す。

Ｅ2＝４Ｒ3＋１０Ｒ2
２０＝４＋１０Ｒ2
１０Ｒ2＝１６

Ｒ2＝１．６［Ω］
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（２）　誘導性リアクタンスＸＬは、
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容量性リアクタンスＸＣは、
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　　　ＸＬ、ＸＣ、Ｒに流れる電流を求めると、

　　　ＩＬ＝Ｅ／ＶＬ＝１４４／８＝１８［Ａ］

　　　ＩＣ＝Ｅ／ＶＣ＝１４４／４＝３６［Ａ］

　　　ＩＲ＝Ｅ／Ｒ＝１４４／６＝２４［Ａ］

　　　この回路に流れる電流Ｉは、
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第２問

（１）　図よりＶＢＥはＶＢＢと等しいので０．６［Ｖ］になります。

　　　図－２よりＩＢは２０［μＡ］になります。

　　　図－３よりＩＣは２［ｍＡ］になります。
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第３問

（１）　入力ａ及び入力ｂにそれぞれＡ及びＢを入力すると出力ｃは次のようになります。
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　　　（別解）

　　　入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると、出力ｃは次のようになります。
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　　　1,0,0,0より否定論理和になります。

（２）　ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると次のようになります。
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（３）　入力ａ及び入力ｂにそれぞれＡ及びＢを入力すると出力ｃは次のようになります。
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（４）　真理値表を作成すると次のようになります。
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第４問

（１）　電気通信回線への入力電力をＰ１、増幅器の出力電力をＰ２、線路の伝送損失をＬ、増幅器の
利得をＧとしＰ２を求めると、
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また、Ｒ１＝Ｒ２ですから、Ｒ１で消費される電力はＰ２の１／２の１９０［ｍＷ］になります。
（３）　Ｎ＝Ｐ－ＳＮ比＝－８－５６＝－６４［ｄＢｍ］

（４）　切断前の長さをＰ［Ｋｍ］、このときの絶縁抵抗をＲ［ＭΩ］、切断後の長さをＱとすると切断
後の絶縁抵抗は、次のようになります。
切断後の絶縁抵抗＝Ｒ・Ｐ／Ｑ＝６０×５０／２５＝１２０［ＭΩ］
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